
飯尾 能久 教授



　 　（学歴・職歴）

昭和 33年 2月 4日 兵庫県明石市に生まれる

51年 3月 兵庫県立明石高等学校卒

55年 3月 京都大学理学部卒

57年 3月 京都大学大学院理学研究科地球物理学専攻修士課程修了

58年 6月 京都大学大学院理学研究科地球物理学専攻博士後期過程中途退学

58年 7月 京都大学理学部助手

平成 2年 6月 京都大学防災研究所助手

5年 4月 防災科学技術研究所地圏地球科学技術研究部主任研究官

8年 7月 防災科学技術研究所地圏地球科学技術研究部　地球化学研究室長

12年 4月 東京大学地震研究所地震予知研究推進センター　企画部助教授

14年 9月 京都大学防災研究所地震予知研究センター助教授

19年 4月 京都大学防災研究所地震予知研究センター教授

21年 4月 京都大学防災研究所地震予知研究センター長（平成29年3月まで）

令和 4年 4月 京都大学防災研究所地震災害研究センター教授（令和5年3月まで）

　 　（学会・委員等歴）

平成 19年 4月 文部科学省地震調査委員会　(令和5年3月まで)

28年 4月 文部科学省教科書検定専門委員　(現在まで)

飯尾 能久 教授　略歴
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